2012年6月8日
平成24年度　第２回　兵庫県ユース委員会　議事録

ユース委員会名語録「こういうRSになれるんですよ、っていう姿を保護者に見てもらおうと！」
作成者：伊澤　悠平（神戸地区）
１　日時　　平成24年5月26日（土）　13:00～16:35
２　場所　　神戸市青少年会館６階　サークル室３
３　参加者　県ユース委員６名　前県ユース委員１名　見学者１名
　　　　　　小野雄基(尼崎)、田井勇輝（尼崎：副委員長）、伊澤悠平(神戸)、長谷川大起(神戸：副委員長)、白川龍彦(神戸垂水：委員長)、小國健太郎(西播)
　　　　　　藤井信宏(前阪神北地区ユース委員長)
見学者…谷口大介(伊丹第12団)

４　費用　　5,500円（ただし交通費として）
５　報告事項
前回のユース委員会の簡単な報告・進捗や変動のあった事項
RCJ設立総会に兵庫県代表として白川委員長が参席することが決定した。

理事会の報告

・承認事項：県ユース委員会副委員長の承認について 
・協議事項：県連HPのリニューアルについて。平成24年度活動方針の推進方法について。
・報告事項：各運営委員会からの報告（WB研修所について）、船坂キャンプ場整備委員会からの報告、

県キャン実行委員会からの報告、最近メディアでとりあげられたBSの事例紹介。
各委員会より（報告のあった所のみ）
・国際委員会：市ケ原ハイキングに関して
・コミッショナークルー：各地区VSフォーラム開催が必須。全国SF代表選任など、県VSフォーラムの方向性に関して。

・HHAC実行委員会：二回目の事前訓練が完了、本番は11人の参加が見込まれる。
各地区の活動報告（報告があれば書面にて詳細を報告）
阪神北地区：委員長が空席のため、目下リクルート中であるとのこと。

尼崎地区：ユース委員会を開催。加盟員数減少に対して対策を講じることになった。市民祭りへの参画や、アンケート調査によるBS活動のプレゼンス向上への取り組みなどを行う予定。

神戸地区：団横断的なRSの活動促進プログラムの実施、ユース委員会の開催、市が原国際交流ハイキン

グへの奉仕にかんして。
神戸垂水地区：地区ユースキャンプの実施、委員長の交代、神戸祭りでの奉仕にかんして。
その他必要と思われる事項の報告
ＶＬＡＣ会議が本日、同時間帯に行われた。

指導者委員会と組織拡充委員会の協働について、両委員長に打診した。
副委員長（長谷川、田井委員）の任命に伴い、県ユース委員会のネッカチーフ贈呈式を行った。
６　協議事項
ITに関して

MLの整備に関して：これまで任せっきりにしていたML管理を自主運営に切り替える。
IT担当入れ替えも検討中
Facebook利用の推進（試験運用を始める・メリット：楽・デメリット：スタイル制限etc）
次回の県VSフォーラムに関して

議題：コミ会議で決定する

ユース委員からの奉仕予定者（３人を予定：田井（昼から）、伊澤）

ファシリテータをユース年代から募集する予定。

VLAC選任、全国SF代表選任を会期中に行う。

HHACに関して

事務方で奉仕できるユースが必要（RSから募集する予定）
第三回ひょうごユースキャンプに関して

日時：9/29,30

場所：船坂野営場

メインテーマ：キャンプ場開拓

地区ユースキャンプを発展的な開催に持ち込み、県YCを開催するのが理想的という意見などもあったが、過去２回のキャンプとは違い交流主体から、プログラムの充実をめざすことが決定した。
船坂キャンプ場の開拓に取り組む予定。

開催時間の短縮に関して

協議にかける時間を充実させるため、報告など書面で行うことができるものに割く時間を減少させた。

また、開催時間そのものを圧縮することにより、会議にかける負担をへらし土日の貴重な時間の有効活用を目指したいという意見をうけ、今後の会議開催時間について改善していくことになった。

７　次回のユース委員会について

　主な議題は次期体制における人員配置などの検討について。

日時…平成24年7月8日（日）　13:00～
場所…神戸市青少年会館
